
 

 

 

ユーザビリティ分野 

 
 

 我が国は、インターネットやその他の高度情報ネットワークを通じて自由かつ安全に多

様な情報又は知識を世界的規模で入手し、共有し又は発信することにより、あらゆる分野

における創造的かつ活力ある発展が可能となる高度情報ネットワーク社会の形成を目指し、

電子政府始め様々な取り組みを推進している。しかし、その一方で、大幅に増大している

ネットワーク・トラフィックと電力消費量の爆発的増大、情報システムのトラブルの原因

となるソフトウェアの安全性・信頼性の低下、増加の一途をたどるアタック、ウィルス等

の重要な課題が顕在化している。 

こうしたことから、情報家電等ＩＴの利活用と社会システムとしての安全性・信頼性の確

保とともに、その基盤となるＩＴ産業の技術力、国際競争力の強化を目標として、情報通

信関連技術を半導体、ストレージ・メモリ、コンピュータ、ネットワーク、ユーザビリテ

ィ（ディスプレイ等）及びソフトウェアの６分野に分け、今後１０年程度を見据えた技術

戦略マップを作成した。 

ユーザビリティ技術は、このようなコミニュケーション環境の進化をもたらす基盤技術、

即ち、人々がいつでもどこでもサービスやコンテンツを享受可能な環境を実現し、それを

支える技術といえる。具体的には、どこにおいても人が自由に使いこなせるデジタル情報

機器、携帯端末、情報家電機器、車載機器でのヒューマンインタフェース技術、表示デバ

イス技術などである。 

 



 

ユーザビリティ分野の技術戦略マップ 

 

Ⅰ. 導入シナリオ 

（１）ユーザビリティ分野の目標と将来実現する社会像 

ユーザビリティ分野の技術は、「技術戦略マップに示された技術により実現できる将

来社会イメージ」の中でも、人間と情報システムとの接点となり将来のユビキタス時代

を作り上げるコア技術である。イメージ図の様に、情報家電や携帯端末のネットワーク

化が進展する中で、情報家電と携帯電話や車載機器等と相互に接続されることによって、

ユーザがいつでもどこでも情報家電にアクセスでき、サービスやコンテンツを享受でき

る環境の実現が期待されている。 

そのために、人間と機械のコミュニケーションの円滑化を図り、より迅速に必要な情

報を得るための、会話や表情等を入出力情報として取り扱うことを可能とする新しいヒ

ューマンインタフェースや、可搬性や高臨場感を実現するディスプレイ技術等を開発し、

遠隔操作や相互連携が可能な情報家電、複数話者や非定常雑音等に対応した音声認識製

品、新聞や広告（ポスター）に利用可能な視認性に優れたフレキシブルシートディスプ

レイ、より高精細で大型なディスプレイや３Ｄ表示ディスプレイ等の実現が求められて

いる。 

加えて今後、情報通信機器の数が増大し、性能向上も求められる中、それに伴う消費

電力量の抑制も極めて重要である。 

（２）研究開発の取組み 

研究開発の推進については、開発目標を戦略的に設定するとともに、今後必要な技

術開発要素を絞り込み効率的な研究開発体制の構築が重要である。特に、装置・部材

メーカと一体となった技術開発プロジェクトの企画実施が有効である。 

液晶パネルは、大型化・応答速度の向上、プラズマディスプレイ、有機ＥＬについ

ては発光効率の向上等が求められており、更に世界的な合従連衡の動きを注視しつつ、

研究開発体制を決めていくことが求められる。こうした状況を受け、 

「次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発」（2007～2011 年度）、を実施する

とともに、「低損失オプティカル新機能部材技術開発」（2006～2010 年度）、「有機発光機

構を用いた高効率照明の開発」（2007～2009 年度）といったプロジェクトを実施してい

る。更に 2008 年度から「グリーンＩＴプロジェクト」（有機ＥＬディスプレイ基盤技術

開発）を開始する。 

また、音声認識技術については、その開発した技術を実証評価して、社会に導入し

ていく方策が特に求められることから、「情報家電センサー・ヒューマンインターフェ

イスデバイス活用技術開発」（2006～2008 年度）のプロジェクトを実施している。 

（３）関連施策の取組み 

研究開発成果を産業化させるにあたって、制度等様々な障壁等を除去又は低くする



 

施策や国際連携や標準化等によって、成果を導入しやすくすることが必要である。 

具体的には、以下の通り。 

〔規制・制度改革〕 

・高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（ＩＴ基本法）による高度情報通信ネッ

トワーク社会の形成に関する施策の推進 

・省エネ法におけるトップランナー方式の活用（テレビジョン受信機（液晶・プラズ

マ）） 

・耐用年数を実態にあった年数に短縮を実施 

・総合科学技術会議が進める社会還元プロジェクト「世界に開かれた社会分野」の自

動音声翻訳技術の研究開発に対して、センサーヒューマンプロジェクトの成果を移

管する。 

〔国際標準化〕 

・本分野は、IEC や JTC1 で様々な国際標準化作業が進められている。本分野は、我が

国の技術的優位が高いため、標準化活動にも大きく貢献している。 

 IEC/TC100（オーディオ・ビデオ・マルチメディアシステム及び機器。幹事国、

日本。議長国、米国）にて、画像などの大量データを、機器相互やインターネッ

トを介してやりとりするためのデータ仕様やデータ圧縮方式などの国際標準化

を進めている。 

 IEC/TC110（フラットパネルディスプレイ。幹事国日本、議長国日本）にて、液

晶、プラズマ、有機ＥＬといった次世代映像デバイスに関する国際標準化を進め

ている。 

 ISO/IEC JTC1/SC17 にて、ユーザ認証関係の国際標準化を進めている。 

〔広報・啓発〕 

・情報家電の使いやすさ、コンセプト、ビジネス性等を評価し表彰する「ネット KADEN」

大賞の創設（2004 年度～） 

〔国際連携・協力〕 

・ＩＴ活用が貢献する社会の環境負荷低減、持続可能な環境・ＩＴ経営の在り方、今

後取り組むべき重要な省エネ革新技術開発の方向と予測等について議論し国内外に

発信する「グリーンＩＴ国際シンポジウム」を開催する予定。 

（４）海外での取組み 

台湾において二兆双星プロジェクト（「二兆」＝「半導体産業」、「ディスプレイ産業」

等の育成を目指したプロジェクト）やＬＣＤ製造設備産業への支援などの施策が行わ

れている。 

（５）民間での取組み 

民間企業では、ディスプレイにおいて、ＰＤＰでは高コントラスト、薄型化、大型

化、高精細化（フルハイビジョン）など、ＬＣＤでは、倍速駆動、薄型化、高精細化



 

などの技術開発が行われている。 

2008 年 2 月、我が国のＩＴ、エレクトロニクス関連企業、団体が「グリーンＩＴ推

進協議会」を設立。新技術の社会への導入、国際的リーダシップの発揮、電子・情報

技術の抽出・ロードマップの作成、ＩＴ／エレクトロニクス活用における定量的調

査・分析を行う。 

（６）改訂のポイント 

 全面改定を行った。 

 

Ⅱ．技術マップ 

（１）技術マップ 

ユーザビリティ分野を、ヒューマンインタフェース、セキュリティ、デバイス・機器、

基盤ソフトウェアの４項目に整理。そのうち、コンテキストプラットフォームを中心と

した基盤ソフトウェアが他の３項目と相互連関することによって、人中心型コンピュー

ティングを実現するという概念を図示した。また、ユーザビリティ分野の技術が、どの

ような技術であるかについて、応用事例とユーザビリティの性格の２つの軸で分類し、

表で示した。 

（２）重要技術の考え方 

想定される応用事例に必要とされる重要技術を図示した。 

（３）改訂のポイント 

 技術の関係を図示するべく全面改定。 

 

Ⅲ．技術ロードマップ 

（１）技術ロードマップ 

産業競争力の維持・向上につながる技術として、ヒューマンインタフェースとディ

スプレイ。安全性、信頼性の確保など社会的ニーズに応える技術としてセキュリティ。

基盤技術の確立として基盤ソフトウェアと分類し、研究開発により達成されるべきス

ペックを時間軸上に表した。 

（２）改訂のポイント 

 技術戦略マップ２００７からの変更なし。 

 

Ⅳ．その他の改訂のポイント 

○ ベンチマーキングの策定【ユーザビリティ分野の国際競争ポジション】 

 ２００６年におけるプラズマ、液晶パネル、テレビ等のシェアで産業競争力の比較

を行った。 

 有機ＥＬ素子分野の米国への特許出願件数及び論文発表数によって、次世代液晶分

野の技術競争力を比較した。 



ユーザビリティ分野の導入シナリオ
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-セキュアＶＭ、バイオメ
トリクスデバイス制御

・組込みOS
-セキュアＶＭ
-バイオメトリクスデバイ
ス制御

○ ○ ○ － ○ ○ － －

・ディスプレイ
-３Ｄディスプレイ － － ○ ○

・知覚インタフェース
-状況理解 周囲状況
の理解

・ディスプレイ
-電子ペーパー ○ － － － ・ディスプレイ

-電子ペーパー ○ － － －

・暗号
-安全性の高度化

・暗号
-安全性の高度化

・コンテキストプラット
フォーム
-情報検索、データマイ
ニング

○ － － ○

・ディスプレイ
-３Ｄディスプレイ － － － ○

・コンテキストプラット
フォーム
-データマイニング

－ － － ○



基盤ソフトウェア基盤ソフトウェア

ヒューマンインタフェースヒューマンインタフェース

デ
バ
イ
ス
・
機
器
類

デ
バ
イ
ス
・
機
器
類

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・プライバシー
－個人情報秘匿化

・権利保護
－ＤＲＭ互換性

・認証
－身体的・行動的バイオ
メトリックス、アクセス制御
－フレキシブル匿名認証

・暗号
－安全性の高度化

・ホームサーバ
－フォークソノミー連携

・センサ／スマートタグ
－小型環境情報取得
－低消費電力無線通信

・ディスプレイ
－据置型
低消費電力、
低コストプロセス技術、
大画面、高精細
－モバイル
低消費電力、高性能
－電子ペーパー
－３D
－プロジェクション

・知覚インタフェース
－音声認識

ハンズフリー認識
－音響認識
－画像認識
人物物体認識

－状況理解
ユーザ意図推定
周囲状況の理解

・表現インタフェース
－マルチモーダル表示

・コンテキストプラットフォーム
－ユーザ環境・プロファイル、
－情報検索、データマイニング
－ディジタル家電インタフェース標準化

・ネットワーク相互接続
－ネットワーク機器分散制御
－最適ネットワーク自動再構成

・組込みOS
－マルチＣＰ対応、セキュアＶＭ、
バイオメトリクスデバイス制御

＜人中心型コンピューティングの実現＞

ユーザビリティ分野
における技術要素

・ ユーザの仕事と生活を支援

・ 機器・情報を使いやすく

・ 安心して安全に利用できる

・インタラクション技術
－GUI/実世界インタフェース

ウェアラブル
３Ｄレンダリング

－翻訳・通訳



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（1／10）

技術分野 評価パラメータ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６

発話スタイルの多様性

異なる環境・声質・
利用法に対する柔軟
性

多様性への対応
柔軟性を実現する技
術

周囲環境雑音への耐性

ハンズフリー認識の環
境（S/N、マイク距離）

雑音耐性・ハンズフ
リー
認識を実現する技術

音響認識の対象拡大

音響信号を構成する
音源信号の分離技術

音源信号の種別を識
別する技術

文書認識・理解での文
書の種類の拡大

文字種拡大の技術

文字と他のオブジェク
トの分離技術

利用場面の拡大

利用場面を拡大する
技術

環境認識

映像認識対象の
拡大技術

高フレームレートカメラ
の活用技術

センサフュージョン

分野構造

音声認識

画像認識

知覚インタ
フェース

音響認識

ヒューマンイ
ンタフェース

ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

非定常雑音（踏切音など） 非定常雑音＋複数話者音声

話し言葉認識 話し言葉・方言、１０言語認識

固定環境理解（室内、街角）人の動き理解

中程度環境(5dB,30cm/15dB,1m) 悪環境(5dB,1m) 劣悪環境(残響 長)

日英中の混在印
刷文書管理

自由手書き文書・メモ認識管理

ヒューマンセンシング（人物全体、動作）

悪環境(15dB,３m)

手書き図面認識管理

ヒューマンセンシング（体内）

対象領域検出(印刷文字と手書き文字の分
離）

多言語での手書きメモの文字分離、文字認識、言語処理技術
走り書き認識

印刷文字認識（日英中混在） 文字（自由手書き） 不定形記号、線分理解

屋内、屋外オブジェクト分離、オブジェクト認
識

ジェスチャ（手振
り、身振り）認識 人物分離、全身動作解析

TVレート（車載監
視、顔認識）

高フレームレート（飛び出し検知、高速ジェスチャー認識） 高フレームレート・マルチスペクトル

人物センサ/環境センサカメラ、マイク、ミリ波レーダー、レンジセンサ 生体センサ/リモートセンサ連携（車路間連携） 生体センサ/環境センサ連携（ホーム）

日英中印刷文書に手書きされた日本語メモ
を分離してイメージ管理できる（サイン含む）

対象領域検出(文字とそれ以外の分離）

図中や写真中に埋め込まれた
印刷文字の認識・管理

携帯電話搭載
カメラでの印刷文

書入力

平面での影、平面
傾き補正

携帯電話搭載
カメラでの印刷文書入力

照明条件での悪条件を除去

ウエアラブルカメラでの
情景中文字、読書文書中の全文字読み取り

動き補正、モザイキング、画像高精細化、非線
形歪補正、超解像化

車載カメラでの道路標識、道路案内板の認識
車載カメラでの

ビル看板、路側看板等の認識

複雑背景からの文字の分離、
幾何歪補正、光学歪補正

環境・個人の声質に対し適応するフレキシブルデコーダ 新規語彙・利用法に対し適応するデコーダ

WFST各種適応化技術

利用状況情報収集・共有の枠組み 収集情報解析・フィードバック技術

つぶやき・ささやき声認識

つぶやき音収集マイク

多数マイクによる雑音抑制・音声強調
雑音種別による多数マイクの特性

制御
音源の方向推定および追従、環境雑音分

離
直接音/反射音分離による残響抑圧

未知語認識

未知語検出および単語推定技術、動的な辞書追加・更新

ステレオ信号からの既
知音源信号分離

ステレオ信号からのブラインド音源信号分
離（2音源） マルチチャネル信号からのブラインド音源信号分離

音源信号の主音・環境音識別 全構成音源信号のカテゴリ識別

入力チャネル数以上の複数音源信号のブラインド分離

主要な複数の音源信号のカテゴリ識別

ステレオ音源からの主音源分離 音場再生のための音源分離（マルチチャネル、複数カテゴリ分離）複数音源からの少数カテゴリ分離



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（2／10）

技術分野 評価パラメータ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６分野構造

ユーザ状況理解

ユーザ状況理解

周囲状況の理解

対象･精度の高度化

適応表示のレベル

適応表示の基本技術

メディア適応

表現リッチ化

擬人化エージェント

擬人化エージェントの
表現向上技術

擬人化エージェント
制御技術

マルチモーダル表示

音声合成/表現力

音声合成/言語

音響合成の利用

音源信号から音響信
号を再合成する技術

GUI利用方法

実世界インタフェース
利用方法

ユーザインタラクション
適応

GUI利用技術

実世界インタフェース
（物体特定技術）

インタフェース開発技
術

翻訳･通訳/多言語

翻訳･通訳/言語理解
技術

翻訳･通訳/適応技術

状況理解
知覚インタ
フェース

インタラク
ション技術

表現インタフェース

ＧＵＩ/実世界イ
ンタフェース

翻訳・通訳

ヒューマンイ
ンタフェース

ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

携 ド （対話型 / ）

発言履歴からのユーザの発言意図の推定、内面的状況の推定自然な音声・顔画像による感情認識

広域センシング情報からの状況推定特定センサモジュールからの状況推定

ロボット型UI

ユーザ履歴・状況適応 環境適応

バーチャルキャラクタUI 感情を表現するロボット型UI

ユーザ意図適応

マルチメディア検索結果表示

触覚表示 嗅覚 五感表示

（知的対話 ジ ント）ド 券売 （対話型 / ）

日・英・
中、制
限タス
ク

十ヶ国語以上、複数タスク数ヶ国語、複数タスク

３D型GUI

体内・脳センシング

人間らしいロボット型UI

ホログラムインタフェース

ユーザの意図把握表層からの感情認識

ユーザ履歴・状況適応 環境適応 ユーザ意図適応

身振り、口パク生成音声合成＋表情合成 表情生成、感情音声合成 しぐさ、表情、話し方などの学習と模倣技術

感情音声感情音声対話調 個人性表現

（対話型 / ）

室内位置測定、デジタルコンパス、方位測定

（知的対話 ジ ト）

無線タグ、映像物体認識、GPS、方位測定
２Dバーコード、
無線タグ

カスタマイズデザイン設計支援 可塑デザイン設計支援

半自動知識獲得、コーパスベース翻訳、統計モデル翻訳ルールベース翻訳 文脈活用翻訳

話題・分野適応 文脈適応

センサネットワーク / 多種センサ統合利用センサタグ（超音波、赤外線）、無線測位、加速度、方位センサ、嗅覚センサ活用

高速３Dレンダリングｴﾝｼﾞﾝ、ヘッドマウントディスプレイ ホログラムディスプレイ

半自動設計

統一インタフェースと記述言語仕様確立 多数エージェントのリアルタイム制御技術

履歴分析・状況獲得 周囲環境分析 情報要求意図分析（ユーザ属性分析）

マルチメディア検索結果表示

ユーザ履歴・状況適応 環境適応 ユーザ意図適応

限定モーダル変換（音声⇔テキスト） 限定モーダル変換（映像⇔テキスト）ノンストップ・メディ
ア選択/切り替え

意味保持での表現変換

マルチモーダル表示（３D含む） 没入感表示（３D含む）

携 （対話型 / ）

ウエアラブル（Ｍｉｘｅｄ　リアリティ）実物体インタ
フェース

（知的対話 ジ ント）

環境型インタフェース

３D型GUI ホログラムインタフェース

高速３Dレンダリングｴﾝｼﾞﾝ、ヘッドマウントディスプレイ ホログラムディスプレイ

表現変換（レイアウト構造変換、言い回し変換） 関連情報からのオンデマンド・サービス合成
対話モーダル
選択

端末属性、ユーザ属性に適合するリアルタイムサービス合成

日・英･韓・中（方言含むI)・欧州各国語への個別対応 言語間共有知識 対話内容生成

個人環境に適応した能動的音楽鑑賞 音場再生・音場合成

既知音源信号の音色・位置変更後の再合成技術 主音の音色・位置変更後の再合成技術 他メディアと連携した音響空間の再合成技術



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（3／10）

技術分野 評価パラメータ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６分野構造

プライバシ保護の範囲

コンテキスト保護

通信における
匿名性確保

認証における
匿名性確保

DRM互換性

権利記述

認証性能

利便性（操作性、
認証時間等）

所有認証

行動的バイオメトリク
ス
認証

身体的バイオメトリク
ス
認証

複合認証

アクセス制御技術

認証

プライバシ

権利保護
ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

セキュリティ

単一サービスからのプライバシ保護

匿名認証技術
（認証する内容が固定）

複合サービスからのプライバシ保護

個人情報秘匿化

送信者秘匿技術
（暗号化・偽名利用等）

静的な属性（性別、嗜好など）間のコンテキストからのプライバシ保護

動的な属性（行動履歴など）のコンテキストからのプライバシ保護

推論攻撃対策

フレキシブル匿名認証技術
（認証する内容をユーザが自由に制御可能）

匿名通信技術
（オニオンルーティング等）

アクセスポリシー管理・制御（放送課金、電子決済）ユーザアクセス制御 (個人認証、端末認証、ＩＣカード) ユーザ確認を行う電子マネー

エクスポートモデル 宅外ドメインモデル（ネットワーク連携）宅内ドメインモデル（機器間連携）

ユニバーサル権利記述双方向権利記述変換単方向権利記述変換

ウォークスルー認証　（顔３D形状＋スキン）

ＤＮＡ

ウォークスルー認証　（虹彩）

身体的バイオメトリクスと行動的バイオメトリクスの併用
（（顔＋声）認証と顔の動きの併用）

虹彩、指紋、指静脈、掌静脈 身体各部の血流

顔（正面、照明条件一定）

顔／指紋＋虹彩

キーストローク時の指紋認証

身体的バイオメトリクスと行動的バイオメトリクスの併用
（（顔＋虹彩）認証と声認証の併用）

音声／署名

顔（斜め） 顔（斜め、屋外対応）

ID＋パスワード／ICカード ID＋パスワード／ICカード／ＲＦＩＤタグ

顔／指紋＋パスワード／ＩＣカード

会話中の認証／キーストローク／歩行

耳形／網膜

ID+パスワード認証のレベル 身体的特徴＋知識による認証のレベル

データ管理・操作の煩わしさはＯＫ 所有物管理の煩わしさなし 自然な状態での自動認証

ID＋パスワード認証と
身体的特徴併用による認証のレベル

自動認証のレベル



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（4／10）

技術分野 評価パラメータ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６分野構造

安全性の高度化

公開鍵暗号方式

ハッシュ方式

情報検索の高度化

情報の高度化を実現
する技術

情報検索対象の広が
り

情報検索対象を拡げ
る技術

データマイニング対象
の広がり

データマイニング対象
を拡げる技術

暗号

コンテキスト
プラットフォーム

ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

基盤ソフト
ウェア

セキュリティ

質問応答検索(Factoid検索、How検索) 問題解決型検索(Why検索) 自動レポート生成(必要情報の自動収集、要約、生成)

統計的傾向の発見
人間行動の背後に存在する状態の把握

インターネットの情報によるコミュニティーの状態の把握

表・記号・言語データからパタンデータ（画像・音声等）
への広がり

言語間に跨るテキスト検索
メタデータに基づくマルチメディア検索

内容理解に基づくマルチメディア検索

質問解析・回答情報抽出技術

複数情報選択・統合化技術

マルチメディア固有の構造を取り扱うための技術 検索のためのメタデータ自動生成技術

情報間の因果関係推論技術

多言語オントロジー構築技術

意味的情報処理能力向
上ための推論アルゴリズ

データの意味的表現の
導入(メタデータ)によるモ
デルの精度向上技術

計算量に基づく公開鍵暗号（ＲＳＡ暗号、楕円曲線暗号）

情報量に基づく公開鍵暗号

安全性証明技術

SHA-1 SHA-2

80ビット安全性（RSA1024, 楕円曲線暗号160ビット） 112ビット安全性（RSA2048, 楕円曲線暗号224ビット）

AHS

量子暗号

プライバシー保護技術
(参考　中項目プライバシ)

確率統計的知識抽出ア
ルゴリズム



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（5／10）

技術分野 評価パラメータ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６分野構造

異種システム連携／
分散処理

異種システム連携／
分散処理を実現する

技術

適応化対象コンテキス
トの種類

コンテキスト抽出レベ
ル

相互接続・運用性
ユビキタス性

簡単操作性
連携性
拡張性

相互接続・運用性
ユビキタス性

簡単操作性
連携性
拡張性

リアルタイム性能

マルチCPU対応
分散システム対応

セキュリティ基盤

認証デバイス

リアルタイム性能

ネットワーク相互接続

コンテキスト
プラットフォーム

ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

基盤ソフト
ウェア

組込みOS

インターネット経由でのパソコンを用いた
連携技術・分散技術

携帯情報端末向け
情報サイト・オペレーティングシステム，

個人認証タグ，デジタル情報家電ＩＦの標準化

携帯情報端末・個人認証タグ・パソコン・
デジタル情報家電をネットワーク経由で
連携した分散処理技術の進展

標準言語の解釈・実行を行うソフトウェアの標準化
PC実装レベルから携帯機器等への普及

携帯機器等におけるオペレーティングシステムならび
にウェブアクセス等の通信の標準化

ユーザプロファイル(属性、履歴、嗜好）ユーザ環境（状況検知、TPO情報）システム状況（セ
ンサ情報ベース）

ユーザ意図

場所共有（同じ部屋に居る） すれ違い、コンタクト 所有物 体内

ユビキタス（移動体）-宅内相互運用実現
PC系・AV系・暮らし家電系（宅

内）の相互運用実現

プラグ＆サービス ネットワーク機器分散協調 リコンフィギュアラブルネットワーク

センサ処理への適用
(プロセス切換時間：μsec.オーダ)

センサ処理・マルチメディア処理の統合
(プロセス切換時間：サブμsec.オーダ)

マルチCPUによる処理性能向上
(動的タスク割り当て)

ネットワーク機器協調サポート
(ネットワーク機器のプラットフォーム化）

複数機能の並列実行
(複数コア上での仮想マシン実行)

ネットワークに接続された機器を組み合わせて仮想的な機器を実現
(ネットワーク仮想マシン実行)

指紋/虹彩/掌静脈認証デバイスサポート

仮想化によるOSの隔離により外部からの攻撃耐性強化リソースへのアクセス制限により外部からの攻撃耐性強化

ハードウェアアシストスケジューラリアルタイムスケジューラ

IAMS技術

PC系・AV系・暮らし家電系
（宅内）の相互運用統合
ミドルウェア技術

ユビキタス（移動体/センサ/ITS）-宅内相互運用実現

ユビキタス（移動体）-宅内相互運用
統合ミドルウェア技術

ユビキタス（移動体/センサ/ITS）-宅内相互運用
統合ミドルウェア技術

デバイス自動グルーピング技術
最適ネットワーク自動再構成技術

デバイス自動連携プロトコル技術

マルチモーダルバイオメトリクス認証
All in Oneデバイスサポート
（顔，虹彩、血流など）

DNA認証デバイス
サポート

(IAMS:Information Appliance Management Service)

(ITS:Intelligent Transport Systems)

携帯機器等への本格的な普及

デジタル情報家電インターフェィスの標準化

個人認証タグ (RFID等）の
無線通信の標準化



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（6／10）

技術分野 評価パラメータ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６分野構造

マルチCPU対応
分散システム対応

セキュリティ基盤

認証デバイス

マルチメディア情報の
蓄積・保管

パーソナル・アーカイ
ブ

認識手法/メタデータを
利用した検索適合率

向上

個人嗜好社会動向反
映による検索満足度
向上

適用範囲

価格

サイズ

動作時間

通信速度

通信距離

位置検出精度

センサの種類

センサ/スマートタグ

デバイス
・機器類

ホームサーバ

ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

視聴履歴

複合的構造検索

ハイビジョン一週間録画
MPEG2: 1.7TB/1channel
H264:  1.7TB/2channel

ハイビジョン１ヶ月録画
MPEG2：　7.2TB/channel
H264：　7.2TB/2channel

全チャンネル１年分録画・ネット動画アクセス
コンテンツ・コンシェルジュ・システム

デジタル放送、IP放送、Web動画対応
アンビエント検索

単純な構造検索

視聴履歴に加え社会動向を考慮 視聴履歴、社会動向に加え生体情報まで配慮

音楽サーバー        16GB
ハイビジョンムービー
ノートPC

カード型マルチメディアサーバー  128GB
モバイルサーバー型放送対応 ユービキタス・ストレージシステム

メタデータによるテキスト検索 意味的検索

オブジェクト認識 フォークソノミ-連携 メタデータ付き映像の簡単作成ツール

SMP技術 ハードウェア仮想化技術 並列分散OS技術 分散ハードウェア仮想化技術

アクセス制御技術 セキュアVM(Virtual Machine)技術

指紋/虹彩/掌静脈認証デバイス制御技術
マルチモーダルバイオメトリクス認証
All in Oneデバイス制御技術

DNA認証デバイス
制御技術

(SMP:Symmetric Multi-processing)

特定用途：
社会インフラ、衛生管理、省エネ、医療、福祉(高齢者

一般用途：
アミューズメント、オフィス、ヘルスケア、教育等

コストセンシティブ用途：
家電、ホームコントロール、玩具

使い捨て用途：
書類、機器、エレクトロニクス部品等

5,000円
1,000円以下
量産化

100円以下
SoC，MEMS

10円以下
大量生産，標準化（同じハードで多くの機能を実現）

 数センチ四方
1センチ四方以下

SoC
1ミリ四方以下

半導体技術のブレークスルー，MEMS，SoC
100ミクロ四方以下

ナノテク

数ヶ月
数年

低消費電力無線通信技術 ・ 低消費電力ソフトウェア技術
数十年

バッテリと自己発電技術のハイブリッド技術
半永久

自己発電技術，自己修復技術

超音波: 数cm （TDOA）
電波: 数m （GPS，電波強度，電波検出範囲）

超音波: 数mm （マルチパス，AOA，スペクトル拡散）
電波: 数十cm （UWB）

電波: 数cm （TDOA，次世代無線技術）

小型環境情報取得センサ（MEMS）
温度センサ・湿度センサ・加速度センサ・照度センサ・紫外線センサ・匂いセンサ・歪みセンサ
酸素センサ・水分センサ・振動センサ・気圧センサ・圧力センサ・磁気センサ・伝導率センサ

pHセンサ・二酸化炭素センサ・風速センサ・脈拍センサ・発汗センサ

超小型人体組み込み向けケミカルセンサ
アルコール濃度センサ・糖タンパクセンサ・アミラーゼセンサ・癌細胞センサ

DNAセンサ・血糖値センサ・コレステロールセンサ・白血球センサ・赤血球センサ
γ-GTPセンサ・GOTセンサ・LDHセンサ・ALPセンサ

数kbps～10Mbps 数kbps～数Gbps

数m～数百m 数百m～広域

視聴履歴

複合的構造検索

ハイビジョン一週間録画
MPEG2: 1.7TB/1channel
H264:  1.7TB/2channel

ハイビジョン１ヶ月録画
MPEG2：　7.2TB/channel
H264：　7.2TB/2channel

全チャンネル１年分録画・ネット動画アクセス
コンテンツ・コンシェルジュ・システム

デジタル放送、IP放送、Web動画対応
アンビエントファインダビリティ検索

単純な構造検索

視聴履歴に加え社会動向を考慮 視聴履歴、社会動向に加え生体情報まで配慮

音楽サーバー        16GB
ハイビジョンムービー
パームトップPC

カード型マルチメディアサーバー  128GB
モバイルサーバー型放送対応 ユービキタス・ストレージシステム

メタデータによるテキスト検索 意味的検索

オブジェクト認識 フォークソノミ-連携 リッチメタデータ付き映像の自動作成ツール



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（7／10）

技術分野 ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６

デジタル放送
IP放送
FTTHの普及
携帯電話通信網
無線LAN

デジタルシネマが普及
(4k x 2k)
３．５G（40Mbps以上）
公衆スポット普及

IP放送による地上デジ
タル放送再送信（HD
映像)

・次世代DVD普及

４G携帯電話
マルチホップ型無線LAN

FTTH1500万世帯
次世代双方向ブロードバンド
（３０Mbps以上）世帯普及率9
割
1チップホームサーバLSI

アナログ放送終了(7/24)

立体映像アルゴリズム圧縮
技術、復元化技術、伝送技
術

スーパーハイビジョン高性能
撮像表示ｼｽﾃﾑ

21GHz帯衛星放送システム
スーパーハイビジョン
実験放送（８ｋ x 4k）

　

ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

ディスプレイ

デバイス
・機器類

液晶ディスプレイ
スペック

分野構造

環境変化

プラズマ
ディスプレイ
技術

評価パラメータ／重要課題

プラズマ
ディスプレイ
スペック

液晶ディスプレイ
技術

据置型
ディスプレイ

色再現性等向上

長ギャップ放電制御技術新放電モード制御技術　高速放電制御技術

３電極構造 対向電極構造 チューブ構造

Ｘｅ分圧比率の向上

２次電子放出保護膜材料／プロセス改善 ナノチューブなどによる電子放出アシスト技術

蛍光体輝度改善（超微細蛍光体など） 超低劣化、超短残光、高色純度蛍光体

誘電体、リブなどの低容量化

６面取り（４２型） ８面取り（４２型） １２面取り（４２型）

同時焼成技術 硝子基板の誘電体代替技術
電極・誘電体１ｼｰﾄ化技術
ﾘﾌﾞ転写工法技術

蛍光体オゾン灰化技術蛍光体直接描画化技術蛍光体印刷／ﾌｫﾄﾊﾟﾀｰﾆﾝｸﾞ技術

雰囲気制御封排一貫プロセス技術封排一貫プロセス技術

電極直接描画技術

非鉛、非Bi誘電体、フリット ITO代替化電極材料

低温封止技術（レーザー封止）

３２-１０３型 ３２-１２０型 ３７－２００型級

FHD：５０－１０３型 ２K × ４K ：６５－１０３型 ４K × ８K ：１０３－２５０型

現状比　１ 現状比　２／３ 現状比　１／２以下

FHD：４２－１０３型

ディスプレイサイズ

走査線数

消費電力

・紫外線発生効率向上

・材料開発

・多面取り技術

・プロセス削減技術

・封排・エージング短縮

・ｾﾙ構造

高効率化（低消費電力化）

プロセス革新
（低消費電力化、コスト
対応力強化）

バックライトシステム
信号処理/多波長CCFL

バックライトシステム
LEDバックライト

13～65型 ～１００型級

 1080 P FHD (３７型-６５型) 2160 P QFHD(2k×4k)　～７０型 4320P SHD(4k×8k）～１００型級

超大型バックライトシステム

高演色性カラーフィルター

高速応答液晶技術

超大型基板対応プロセス技術

導光、拡散、偏光シート類の一括形成による光ロス低減

導光、拡散、偏光シート類の一括形成

光学設計によるマージン拡大

～７０型

配線抵抗現状比1

モビリティ現状比1
5 モビリティ現状比
a-Si/ﾅﾉｸﾘｽﾀﾙｼﾘｺﾝ

配線抵抗現状比1/3
）銀系配線（

10 モビリティ現状比
ZnO系化合物TFT

）配線抵抗現状比1/2(銅配線

現状比1 現状比1/2 現状比1/3

走査線数

ディスプレイサイズ

コスト対応力強化

大画面均質性

光利用効率向上

消費電力

TFTの革新技術



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（8／10）

技術分野 ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６分野構造 評価パラメータ／重要課題

有機ＥＬ
ディスプレイ
スペック

　

電界放出型ディス
プレイスペック

ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

電界放出型ディス
プレイ技術

据置型
ディスプレイ

ディスプレイ
デバイス
・機器類

有機ＥＬ
ディスプレイ
技術

55型/ FHD 20-70型/FHD 40-60型/2K*4K 40-150型/4K*8k

高効率蛍光面構造

４原色（蛍光体・材料）

省電力成膜レアメタル削減

アクティブ駆動

低温封着排気

3原色 広色域化（蛍光体・カラーフィルター）

３－１０型/QVGA １０－１７型/SVGA

大判化・多面取り技術

高精細対応スペーサ

微細ビーム形成

多原色（蛍光体・材料）

超高速パターニング

高効率蛍光体

高効率電子源

ディスプレイサイズ
/走査線数

高効率化

色再現性向上

高精細化

生産性

環境

低電圧多段積層発光膜方式
（マルチフォトン素子）

高融点正孔・電子輸送材料・
ワイドバンドギャップのホスト材料

ワイドバンドギャップ
透明電極

トップ・エミッション
光取り出し効率向上技術
（デバイス構造技術）

光取り出し効率向上技術
（低誘電率材料）

塗布可能な高効率発光材料（ソリューション化）

配線、保護･絶縁・封止材料等のソリューション化

塗布成膜・パターニング技術
（マイクロコンタクトプリント、インクジェット等　各種印刷技術）

30－60型級(アクティブマトリクス型）
FHD-2kx4k（ガラス基板）

20－30型級(アクティブマトリクス型）
FHD（ガラス基板）

１０－２０型級（アクティブマトリクス型）
HD-FHD（ガラス基板）

60－100型級（アクティブマトリクス型）
FHD-2kx4k - 4kx8k （ガラス基板）

超高均一特性・高性能TFTバックプレーン技術（Gen.４　→　Gen.６-８）
（有機ＥＬ用）（大型ガラス基板）

有機EL用有機ＴＦＴ

EL/TFT一体化(発光型有機TFT)プロセス技術

（フレキシブル基板）

燐光材料（特に　青色）

ロール・ツー・ロール（Ｒ２Ｒ）
プロセス技術

（フレキシブル基板）

フレキシブル基板
統合プロセス技術

30－40型級(アクティブマトリクス型)
（フレキシブル基板）

40-60型級（アクティブマトリクス型）
（フレキシブル基板）

補償回路技術

ディスプレイサイズ
/走査線数

長寿命化

・発光効率改善
　　　（材料）

　・光利用効率改善
　　（低消費電力化）
　　（構造・材料）

コスト対応力強化

・大画面高画質化

・フレキシブル基板化



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（9／10）

技術分野 ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６分野構造 評価パラメータ／重要課題

有機ＥＬ
ディスプレイ
スペック

ディスプレイ
デバイス
・機器類

ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

有機ＥＬ
ディスプレイ
技術

液晶
ディスプレイ
スペック

モバイル型
ディスプレイ

液晶
ディスプレイ
技術

高反射電極反射型・反射半透過型液晶

基板ガラス薄型化 プラスティック基板

導光、拡散、偏光シート類の一括形成

デザインルール3μm
面方位制御結晶化技術
デザインルール0.5μm

準結晶化技術
デザインルール1.5μm

位置制御結晶化技術
デザインルール0.8μm

高密度プラズマによる絶縁膜形成技術

　TV品位配向技術 　MPRT(※） 16ms 　MPRT 8ms 　MPRT 4ms

(※）Motion Picture Response Time

　位相差板／偏光板改
善によるコントラスト向上

　1000：1 　1500：1 　2000：1

フィールドシーケンシャル液晶

集積システム数：２
追加機能：画面入力センサ

３００ppiクラス/３型VGA)
４００ppiクラス/３.２型XGA

（４.1型SXGA）

集積システム数：４
追加機能：ﾕｰｻﾞｰｼｽﾃﾑ

集積システム数：５以上
追加機能：CPU、メモリ等

1 駆動周波数現状比 4 駆動周波数現状比 8 駆動周波数現状比

 ガラス基板内特性不均一性現状
比 1

3/ガラス基板内特性不均一性 現状比1 5/ガラス基板内特性不均一性 現状比1

現状比 1 現状比2/3 現状比 1/2 現状比 1/4

＞４００ppiクラス
/５～７型FHD

12～10 駆動周波数現状比

10/ガラス基板内特性不均一性 現状比1

精細度（LCD）
/ディスプレイサイズ

集積システム数

消費電力

軽量化・フレキシブル化

低消費電力化

TFT性能

動画性能

コントラスト

４－１４型級（アクティブマトリクス型）
QVGA－VGA級（ガラス基板）

２－６型級（有機EL,有機TFT一貫プロセス型）
QVGA－VGA級（フレキシブル基板）

１－４型級（アクティブマトリクス型）
QCIF－QVGA級（ガラス基板）

２－６型級（アクティブマトリクス型）
VGA－XGA級（ガラス基板）

６－１４型級（アクティブマトリクス型）
XGA－UXGA級（ガラス基板）

２－４型級（有機TFT分離プロセス型）
QVGA－VGA級（フレキシブル基板）

６－１４型級（有機EL,有機TFT一貫プロセス型）
VGA－XGA級（フレキシブル基板）

１－４型級（無機TFTハイブリッド型）
QＣＩＦ－VGA級（フレキシブル基板）

プラスチック基板
（超低透過性能、表面平滑性）

塗布成膜による有機ＴＦＴ材料とプロセス技術
（マイクロコンタクトプリント、インクジェット等　印刷技術）（フレキシブル）

高発光効率EL材料
（燐光材料・ワイドバンドギャップホスト材料　等）

超低電圧多段積層発光膜方式
（マルチフォトン方式）

超高均一特性・高性能　TFTバックプレーン技術
（Ｇｅｎ．４用、低電圧TFT化）

Ｇｅｎ．４用サブミクロン高均一パターニング技術

フォトリソ可能な高効率材料群（発光材料他）

高光利用効率デバイス構造

薄膜封止材料とプロセス技術

ロール・ツー・ロール（Ｒ２Ｒ）プロセス技術
（低－中精細・フレキシブル）

フレキシブル基板
統合プロセス技術

材料高移動度化（TFT材料、発光材料）

サブミクロン高均一パターニング技術
高精細（フレキシブル）

対向ガラス封止技術

ディスプレイサイズ
/精細度

軽量化

低消費電力化

高画質化
コスト対応力強化



ユーザビリティ分野の技術ロードマップ（10／10）

技術分野 ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６分野構造 評価パラメータ／重要課題

電子ペーパー
スペック

３D(裸眼立体視)
ディスプレイ
スペック

３D(裸眼立体視)
ディスプレイ
技術

プロジェクション
ディスプレイ
スペック

プロジェクション
ディスプレイ
技術

デバイス
・機器類

ユーザ
ビリティ
(ディスプ
レイ等）

ディスプレイ

3Dディスプレイ

プロジェクション
ディスプレイ

電子ペーパー
技術

電子ペーパー

単眼1視点ディスプレイ
/多眼複視点ディスプレイ

多眼15視点ディスプレイ 多眼25視点ディスプレイ

ホログラム

2視点、3視点視野角制御
ディスプレイ

高精度光路分離技術

視覚に関する生体評価／立体認識の生理的要因解明

視野角制御技術

2次元空間への擬似3次元画像投影技術 3次元空間への3次元画像投影技術

視覚エルゴノミクス

フォグスクリーン

視覚制御

視覚生理

空間画像投影装置

光制御技術

視点数

ペン型／携帯電話搭載型プロジェクター（高光効率化）

LED／レーザー光源型プロジェクター　（低輝度　→　高輝度化、色再現性向上）

高精細（2K×4K） 超高精細プロジェクション（4K×8K）

画素サイズ８μｍ 画素サイズ5μｍ（投影光学系限界） デバイス大型化/タイリング

高性能投射スクリーン（後方散乱型）

FHD

投影形態

・携帯

・据置

画素

精細度

スタティックペーパーメディア
サイズA7～A5、解像度２００PPIモノクロ、
コントラスト８：１、
反射率３０％以上、
ページ切り替え１秒、
５００ｇ以下

ダイナミックペーパーメディア
薄型１ｍｍ、サイズ～A1、カラー、解像度３００PPI、
コントラスト１２：１、
白紙反射率50%、
ページめくり速度0.3秒、
３５０ｇ（フレキシブル化）

アクティブペーパーメディア
機能集積化パネル、（イメージ入力、音声スピーカー一体型ディスプレイ、エージェント）
コントラスト３０：１＝グラビア並み
反射率60％、
動画対応

粒子系：低電圧駆動・高速化
液晶系：低電圧駆動、高コントラスト化

フレキシブル基板信頼性（環境、衝撃）

カラー化
（カラーフィルタ、カラー画素化）

高品質カラー化
（高精細化、多値化、多層化） ビデオ速度応答（超低電力自発光材料）

フレキシブル高密度実装技術 フレキシブル高性能回路

ロールツーロール（完全一貫量産）

ペーパー電池

駆動回路印刷（ＩＪ、μＣＰ）プロセス
新規TFT（有機TFT、酸化物TFT）

パッシブ、ダイレクト
既存TFT駆動

視認性向上

フレキシブル化

コスト対応力強化

サイズ、解像度
コントラスト
反射率
ページ捲り速度
重さ



0

外資
13.1%

日系
86.9%

日鉱金属
42.9%

三井金属
鉱業
28.6%

東ソー
14.3%

Samsung
Corning
13.1%

その他日
系
1.2%

松下電器
31.5%

ＬＧ電子
28.2%

サムスンＳＤＩ
22.1%

日立
10.3%

パイオニア
7.8%

その他
0.1%

プラズマパネル世界メーカ別シェア（０６年金額ベース）

ユーザビリティ分野の国際競争ポジション

ＬＧフィリップス（蘭）

17.1%

ＡＵＯ（台）

13.8%

その他
34.8%

サムスン電子（韓）

17.4%

シャープ
7.6% ＣＭＯ（台）

9.3%

世界の大型液晶パネルシェア（０６年金額ベース）
（テレビ、ＰＣ用モニタ含む）

出典：ディスプレイサーチ

＜製品シェアから見た競争力比較＞

＜特許から見た競争力比較＞

＜論文から見た競争力比較＞

有機ＥＬ素子に関して、米国への出願特許は、日本からの出願が約半数を占める。（日本への出願は、日本の出願が約９
割）米国の特許件数も２０００年以降急速に増えてきている。この分野での日本の研究競争力は高い。

有機ＥＬ素子に関して、研究者素族機関別の論文数で見ると、日本が４２％と圧倒的に多い。最近、中国の論文数の伸び
が目立つ。

出典：富士キメラ総研（データ）

米国出願 出願人国籍別出願件数推移と比率

１ ファミリー特許があるものは、①日本語、②英語、③現地語の順に優先して文献解析対象とした。
２台湾特許は公開制度が始まって期間が短いため登録特許で解析した。

外資
60.5%

日系
39.5%

旭硝子
19.0%

日本電気
硝子
15.7%

CorningG
roup
60.3%

Schott
0.2%

NHテク
ノグラス
4.9%

⑤液晶材料(ミクスチャ)
９５０億円

日系
46.5%

外資
53.5%

チッソ
36.7%

メルク
49.6%

その他外
資
3.9%

大日本イ
ンキ化学
6.6%

日系
100.0%

JSR
80.5%

大阪有機
化学工業
10.3%

その他日
系
9.2%

⑥フォトスペーサ
１８５億円

日系
39.9%外資

60.1%

凸版印刷
11.9%

大日本印
刷
11.5%

その他日
系
16.5%

LG
Philips
22.5%

Samsung
El.
18.4%

その他外
資
19.2%

⑦カラーフィルタ
１０，８８５億円

外資
97.6%

日系
2.4%

Radiant
6.4%

その他外
資
74.4%

Coretroni
c

11.4%

Forhouse
5.4%

⑧大型バックライトユニット
１０，２８２億円

外資
38.3%

日系
61.7%

日東電工
37.5%

住友化学
16.3%

LG
Chemical
18.7%

OPTIMAX
13.1%

DAXON
4.5%

ｻﾝﾘｯﾂ
5.8%

①偏光板
１０，２８３億円

②ガラス基盤(白)
７，５０３億円

外資
1.7%

日系
98.3%

JSR
51.5%

日産化学
35.8%

チッソ
8.9%

④配向膜材料
２９３億円

出典：シャープホームページ

液晶ディスプレイ関連シェア（０６年金額ベース）

③透明電極
４９０億円※PDP向け約１割

（出典）平成１７年度特許出願技術動向調査報告書

有機ＥＬ素子（特許庁）

（出典）平成１７年度特許出願技術動向調査報告書

有機ＥＬ素子（特許庁）




